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マイナンバーカードを活用した救急実証

事業（マイナ救急）にご協力をお願いし

ます 

 
 

あぶくま消防本部 

警防課だより 

【広報誌】 

 

 

  



マイナンバーカードを活用した 

実証事業にご協力をお願いいたします 
〇概要 

総務省消防庁において、救急現場で活動する救急隊が搬送先医療機関の選定を行う際

に、病院で使用実績のある傷病者のマイナンバーカードを活用して、医療機関の選定に

必要な傷病者情報を入手することにより、救急業務の迅速や円滑化を図ることを目的と

した実証事業を実施しており、令和 7 年度全国の消防本部でも実証事業に参加すること

になりました。（実証時期は未定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実証事業について 

119番通報で駆けつけた救急隊員は、搬送されるご本人のお名前や生年

月日等の基本的な情報のほか、かかりつけの病院やこれまで服用しているお薬

などの様々な情報の聞き取りを行います。 

これらの情報は、搬送する病院の決定や救急車内での応急処置、病院到

着後にすぐに治療を始めるための準備などに役立てられており、ご本人の命を守

るために欠かせない情報です。 

一方で、病気や怪我で苦しむご本人や、気が動転しているご家族の方から、

これらの情報を正確にお伝えいただくことは、場合によっては困難なこともありま

す。 

この実証事業では、マイナンバーカードを活用することにより、ご本人や付き添

われるご家族の方のご負担を軽くするとともに、救急隊が診療や薬剤などの情

報を確認し、病院と連携することにより、救急業務の更なる迅速化などにどのよ

うに役立つかを令和 9年度の本格運用に向けて検証します。 
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マイナンバーカードを活用することで期待されるメリット 

 

事業のイメージ 
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① 傷病者の病歴や内服薬等を救急隊に正確に伝えることが可能 

② 円滑な搬送先病院の選定や適切な応急処置が可能 

③ 搬送先病院で治療の事前準備が可能となる。 



実証事業にご協力いただくために必要な準備 

 

救急現場でご協力いただきたいこと 

 

 

 

 

 

 

本実証事業の効果を高めるためには、住民の皆様に、マイナンバーカードを健康保険証として利用登

録し、普段からマイナンバーカードを携帯していただくことが必要です。 

 まだマイナンバーカードをお持ちでない方は、この機会にマイナンバーカードを取得いただき、健康

保険証としての利用登録をお願いいたします。 

マイナンバーカードの利用登録は、マイナポータルでできます。 
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注）マイナンバーカードを所有し、かつ、健康

保険証の利用登録を完了している必要があ

ります。 



マイナ救急の活用事例 
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マイナンバーカードが手元にない場合は、どうなるのでしょうか？ 

本実証事業はマイナンバーカードを利用することにより、救急業務の更なる

迅速化などに役立つかを検証することを目的としております。マイナンバーカー

ドをお持ちでない場合には、通常通り、救急隊員による聞き取りや、病院への

搬送などを実施いたします。 

 

マイナンバーカードは持ち歩いて大丈夫なのですか？ 

キャッシュカードのように持ち歩いて大丈夫です。ただし、失くさないように注

意してください。万が一、紛失してしまっても一時利用停止が可能で、24時

間 365日対応しています。マイナンバー総合フリーダイヤル（0120-95-

0178）にご連絡ください。 

 

マイナンバーカードを見られて悪用されることはありませんか？ 

マイナンバーを見られても、他人はあなたになりすまして手続きをすることは

できません。マイナンバーを利用する手続きでは、顔写真付きの本人確認が

必要なので、悪用は困難となっております。 

 

消防庁にて、ショートムービー「あなたの命を守るマイナ救急」を作成されておりますので、ぜひともご覧ください。 
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よくある質問 

 


